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聖域としての悲劇
一-rコロノスのオイディプスjの開示する世界一一回
秋山 学
I 序.ソフォクレスの作品におけるオイディプス像
『コロノスのオイディプスJは，ソフォクレス (497-405B.C.) による現存
7編の悲劇作品のなかでも最晩年に作られたものと考えられ，紀元前401年，
彼の死後，孫の手によって上演された作品であるω。オイディプス伝説を扱っ
たものとしては，もちろん『オイディプス王j(B.C.430/29頃上演)が有名で
あり，またその娘アンテイゴネを扱う fアンテイゴネj(B.C.441頃上演)も傑
作として知られる o rコロノスのオイディプスJは，これら二作品よりも後に
作られているが，神話伝説上は二つの作1誌をつなぐ位置にあるO この作品は何
よりもまず，作者ソフォクレスが90歳という高齢にあって，盲目にして老境に
あるオイディプスの最期を扱った作品として特徴づけられよう O
ソフォクレスの作品としては，アリストテレスの『詩学jの中で完壁な例と
して『オイディプス王jが挙げられるなどの故に，オイディプス像に関しては
『オイディプス王』から得られるものがほとんどである o r主観的人間が自己
を肯定しようとする瞬間に，真理によって粉微塵に砕かれるといった構造jが
認められることから 彼の作風を悲劇的アイロニーに満ちたものとする解釈
も(2)，rオイディプス王jにその典拠を見いだすものであるD そこからソフォ
クレスの世界観は，たとえば「人間の願望 (elpis)や主観的確信 (doxa)の
如何にかかわらず，出来事の進行を規定している普遍的法剥があり，そこから
逸脱しかかった自我は必ず粉砕される」という運命論的なかたちで評され，ソ
フォクレスの描く神とは「不条理な存在の人格化であるJとされるのもへい
ずれも fオイディプス王jからの類推によるものだと言えるO
fオイディプス王jから抽出しうるソフォクレスの世界観はともかくとして，
では彼が最晩年に創作した fコロノスのオイディプスjでも以上のような観念
が貰かれているのであろうか。それともそこには変化が見られるだろうか。か
72 秋I-Li .UJ 子
って王として栄光を極めた姿とは一変して，娘のアンティゴネに手を引かれ諸
国を放浪してきた盲目のオイディプスは，アッテイカの郊外コロノスにある|児
いの女神エ 1)ニユエス(=恵みの女神エウメニデス)のや1聖なる (hagnos; 
37)森に辿り着く O 彼がここをおのが最期の場と'陪り，死出の旅に立つ様を描
いた『コロノスjに関しては， I神と人間との和解を描いたJWものとする評
価もすでに見られる。では fオイディプス王jと fコロノス』とをつなぎ， J1二
揚するかたちでソフォクレスの世界観を評価しうる可能性は残されているだろ
うか。本稿ではこの間いに答えることを呂的として， rコロノスjの側から迫っ
てみたいと思う O
また fコロノスのオイディプスj内部の問題点としては，オイディプスはこ
の蹴の末尾で，エウメニデスの神聖なる森の奥深くに歩みを進め，彼の最期の
場面はテセウス一人だけの知るところとなるが (cf.1657)，二人をめぐって，
オイディプス像が「人間の究極の理想像」と言いうるものなのか，それとも「単
なる理想的人間なら，それはむしろテセウス像として示されているJ(5) とすべ
きなのかという点も挙げられる口さらに，コロノスにおけるオイディプスは「生
ける崇拝の対象としての畏怖すべき魂，地下に犠牲を求めている強力な力であ
り，同じく恐るべき地下の力たるエウメニデス女神たちと記りを分かつ半神
(heros)であるjlGlとの指描がなされるが，そのような最期で英霊(半神)
化を遂げるオイディプスとは，やはり印pJとして人間界とは一線を画した存
在に留まるのか，あるいは作者ソフォクレスが理想像として掲げるあり方なの
かという点をも考えてみたい。この間いは，ギリシア悲劇のなかでも f最も崇
高なアテナイ讃歌j<7Jを含むこの尉篇，あるいはオイディプスそして悲劇詩人
ソフォクレスの言葉が，そこに与・ってゆくわれわれをいかなる地平に招いてい
るのかという 1号いに還元されると思われる。本論に入る前に，この作品の概略
をもう一度確かめておくことにしたい(8)。
I rコロノスのオイディプス』概要
オイディプスが自らの真の正体を悟って以来，約20年が経過した。彼は当初
テパイに留まることを許されたが，遂に亡命の旅に立ち，放浪の乞食として愛
娘アンテイゴネに手を引かれ，諸国を流浪する。その問，エテオクレスがテパ
イの王となり，兄のポリュネイケスを追放するO ポリュネイケスはアルゴスに
逃れ，そこでテパイに対する遠征軍を組織して王権奪還を図っている。オイデイ
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プスは娘とともにアテナイの郊外，コロノスの地にやってくる O 彼は，通りが
かった土地の者から，自分がいま立っているその場所が，女神エウメニデスの
神聖 (hagnos; 37)かつ不可侵の場所であることを間かされる O 彼はその恐
るべき女子1エウメニデスに対ーして助力を祈願する(1 -116 プロロゴス)。
コロノスの長老たちからなるコロスが，エウメニデスの聖なる森を侵したと
報告のあった異邦人を探しにやって来る O 彼は森から出るように警告され，身
元を明かすように求められるO 強いられて彼が身上を明かすと彼らは非常に驚
き，オイディプスとアンテイゴネに憐れみを示すが，この国から即刻立ち去る
ように命じる (117-257 パロドス)。
オイディプスは，自分が父を殺しj手を安る;意志とは無縁であったことを明か
し，避難場所を求め，コロスを説得して， 1乎びに遣わされた王テセウスを待つ。
アンテイゴネの妹イスメネが，馬に乗って到著する O オイディプスは息子たち
のことを訊ね，父を構わぬ彼らを詰る。イスメネは兄弟が王権をめぐって争っ
ていることを伝え，ポリュネイケスがエテオクレスによって追放され，彼がア
jレゴス勢を伴ってテバイ反攻を企てていること，そしてクレオンがテパイ掌慢
のための決定的要因を撮るために，オイディプスを捕らえるべくやって来るこ
とを伝える O オイディプスは，父を思い起こすことなくテバイの王権のみを画
策する息子たちを呪う O オイディプスはコロスに対して，もし自分によりJ力して
くれるなら，アテナイの将来の守護者となろうと約束する O 彼はエウメニデス
に析り，犠牲を捧げようとするが，盲自のためイスメネが代わりに儀式を行う O
オイディプスはコロスに，父殺し，母との近親相姦的交わり，その交わりから
生まれた子供たちのことを聞かせる O
アッティカの王テセウスが到着，オイディプスを認め，藍ちに同情を示して
援助を申し出るO オイディプスはテセウスに対し，自分を捕らえテバイに連行
しようとするクレオンの企てを述べ，アッテイカに留まらせてくれるよう懇願
する O テセウスはそれを容れ，彼を守ることを約束する (258-667 第一エペ
イソデイオン)。
ここでコロスはアッティカ，特にコロノスの美を，叙情的な調べでもって描
き出す (668-719 第一スタシモン)。
クレオン到着。偽りの言葉で，オイディプスに対してテバイに戻るように乞
うカ三オイディプスはこれを拒む。クレオンはイスメネを1mらえたことを彼に
告げ，家来にはアンテイゴネを連れ去るように命ずる O コロスはこれを臨もう
とするが無駄で，オイディプスもクレオンによって連れ去られようとしたとき，
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テセウスが家来を伴って到着。事の次第を開いてアンテイゴネとイスメネを連
れ戻すように命じ，クレオンを人質として捕らえその高圧的な行動を叱責するO
クレオンは自らを正当化しようと試みるが，オイディプスは高潔な態度で自分
の無実を主張する O テセウスはクレオンを強いて 2人の姉妹を救うべく立たせ
る(720-1043 第二エペイソデイオン)。
コロスはテセウスとクレオンの家来の戦いを予想し，自分たちの王の確かな
勝利を，ゼウス，アテナ，アポロンに祈願する(1044-1095 第二スタシモン)。
アンテイゴネとイスメネがテセウスとともにオイディプスの許に帰ってく
るO 親子の喜びのうちにオイディプスはテセウスに礼を述べる O オイディプス
はテセウスから，親族の者がオイディプスに会いたがっていることを聞かされ，
それがポリュネイケスであることを知るとこれを拒むが，アンティゴネが説得
する (1096-1210 第三エペイソデイオン)。
f長命を願うのは愚かで、あるO なぜならば老齢は，オイディプスが証しする
ように，多くの苦しみと悩みをもたらすからJとコロスが歌う(1211-1250
第三スタシモン)。
ポリュネイケス登場。オイディプスとアンティゴネの悲しき運命に向情するO
彼はエテオクレスとの争い，テパイ反攻の計画を語り，父の援助を要請し，父
をテバイに連れ戻すことを約束する。オイディプスは息子に対し，自分に対す
るこれまでの不当な扱いを責め，息子たちを呪い，その死を予言した上で，息
子に立ち去るように命ずる O 立ち去る前に，ポリュネイケスは妹に，自分がテ
パイ攻めを実行せざるを得ないことを告げ，自らが戦死した際には丁重に葬っ
てくれるように懇願する O
コロスがオイディプスの苦難を評し fすべてを知るのはただ時のみjと語る
と，雷鳴が関こえる O オイディプスは自分の死が差し迫っていることを直観的
に察知し，テセウスを招く O テセウスが到着すると，オイディプスは自らの死
が近いこと，自分の死すべき場所を密かに彼に伝えたいことを告げるO その場
所はアテナイの王のみの知る秘密の場所でなければならない。その場はアテナ
イをテパイの攻撃から守るであろう O すると聖なる呼び声が彼をせき立て，ォ
イディプスは死に定められた場所に向かつて， しっかりとした足取りで歩みだ
す (1251-1555 第四エベイソデイオン)。
コロスは地下の神々に，オイディプスが苦しみのない死を迎えるようにと祈
願する(1556-1578 第四スタシモン)。
使者が，オイディプスの死を告げるために登場する O 彼は，オイディプスが
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定められた場所に到着した際の様子，娘たちとの別れ，雷鳴による命を語り，
テセウスに娘たちを託したい旨を告げる D オイディプスの最期の場に立ち会う
ことを許されたのはテセウスだけであった。
アンテイゴネとイスメネが，コロスとともに泣きながら入場，不安に陥って
いるコロスに慰めが与えられる O 姉妹はテセウスに父の墓を向うが，テセウス
はオイディプスの遺言を告げ，姉妹をテバイに帰すことに向意する(1579-1779
エクソドス)。
直 オイディプスの daimon性
現存するギリシア悲劇作品中最も長い(1779行)この作品は，光と関，視覚
と盲目，冥界と地上界といつた様々な対対鳴立するイメ一ジと要因を内包する{印9ω)
またテパイの人オイデイブプ。スがアツテイカ郊外コロノスでで、最期を迎えるという
筋を持つ本作品は，元来デイオニュソス神のための奉納祭記として発展し，テ
バイに起源を有するギリシア悲劇がアテナイで上演されることに対して，何ら
かの意味づけを可能にすると思われるoヘともかくアテナイ文化の最盛期に
活躍したソフォクレスによる，しかも最晩年の作品である本作品の言葉は，古
典美をもっともよく体現するものと考えられる O
先に，この作品に登場するオイディプスは「英霊j仙台os)への変身を遂げ
るという指摘を挙げたが，それは例えば1766行で，既に亡き彼が「ダイモーン」
(daimon) と呼ばれていることなどによると思われる O 実際オイディプスの
「ダイモーンJ性をめぐっては，この作が主人公の神化の過程，すなわちダイ
モーンと化してゆくプロセスを描いたものだとする説がある一方(11) 作中の
オイディプスは冒頭からすでにダイモーンなのだとする説もある (]2J。そこで
まず，オイディプスの fダイモーンjとしての性格から検討してみることにし
よう O
ダイモーンは「神霊jと訳される場合があり(jへ 1766行でオイディプスは
死後「神霊jとなっていることがわかるが，それだけでなく，冒頭76行よりす
でに「ダイモーンJを宿した存在として語られる O コロノスの土地の者が，富
自のオイディプスの外観から推して，彼がこれまでに経験し宿している数奇な
宿命を指して用いる言葉がdaimonであるO
epelper el 
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，日ゴ，
-J-
gennaios， hos idonti， plen tou daimonos : 1，1) 
「あなたの運 (daimon) を捻いては，見たところ
あなたは高貴な生まれのようだから」
(rコロノスのオイディプスj75-6行)
ダイモーンとは，元来アニミズムの表象界に存するもの，民間宗教的な千1霊
を示すものとされ，神々よりは F位に置かれるものであったが，ソクラテスの
発言 (cf.Plato， Apologiα27cd; r神々であるか，十1々の子供であるJ)以降，
神々にも等しい地位を得るに至ったとされるI九ソフォクレスの場合，例え
ば『オイディプス王jでは次のような箇所・に「ダイモーンJの誌が月3いられて
いる O
ar'ouk ap'omou tauta daimonos tis an 
krinon ep'andri toid' an orthoie logon ; 
fこれを誰か，残忍なダイモーンのなせる業だと判断する者が
あれば，この身に関して正しく解してくれているに違いないj
(rオイディプス王j828-9行)
このようなかたちで，オイディプスの生を通じて働く神々の力の徴としての
運命が「ダイモーンjという形で表される。『コロノスのオイディプスjの場
合，老齢・盲目にして諸国を放浪し，自らの死期を借っている彼は「死をその
身に持ち運びJ1宇宙の真理を内に宿した存在J(16) として捉えられる O したがっ
て，彼に内在する神的な力が「運Jすなわちダイモーンとして表現されよう O
N オイディプス橡と mythosの関連をめぐって
ところで古典学者G.ナジは， mythos (1神話J)の語源である動詞 myein
が本来「黙する」という意味を有していることを強調する (1九ある特定の人
以外には秘密を口外しではならないというあり方は， mythosの本来的な性質
をよく表していよう (lS)。またナジによればrmythos 沖IJ話Jはmyeinが派生
したのと同じ語根の派生語であり，その意味は「日常の言葉」に対する「特別
な言葉JであるJI川とされる。彼はその例として特に fコロノスのオイディプ
スjの場合を挙げ，テセウスが現在のアテナイ人たちにとっての原祭司である
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ことから「オイディプスの墓の場所は，テセウスに発する祭可的権威の伝承に
よって管轄される儀礼的で聖なる文脈に限定されるJ(~O) ことを特記している O
テセウス以外の人物は，アンティゴネら娘をも含めてオイディプスの墓の在り
処を誰も知らない。この点は，以下に触れる mythosの f秘痘性Jと通ずる而
カfあるように d患われる O
また神話mythosは，かならずそこに伴う「神聖なる言葉Jhieros logosを
その核心に有しているとされるはI0 hieros logosに隠しては，単なる‘legend'
という訳語が付される場合もあるが (cf.Herodotus， 2.51; Liddell-Scott，‘hi但
eros') ，特にヘレニズム時代以後の宗教的文紙において特別な意味を獲得する
にいたり， ‘heilige Geschichte'， 'heilige und geheime Lehre'，さらには‘0ι
fenbarung' (啓示)といった意味をも内包することになるω。
そもそも hierosという語葉に関しては「神的な力を顕示する」あるいは「超
自然的なJr畏怖を起こさせる」といった意味が原義とされる(却。またこの語
は，語史的な観点から言えば，後の新約聖書などでは忌避され，代わりに hagios
の諾が用いられるが，それは hierosを用いることでギリシアの神話的なニュ
アンスが混ざり混むのを防ぐためだとされる例。逆に hagiosがホメロスや古
典アッテイカ語で用いられることはなく，代わりに hagnosが用いられる O 実
際 fコロノスのオイディプス』においても， 37行でこの場所が「神聖不可侵で
あるjことを告げるために hagnosの語が用いられていたo hierosは「神的領
域に属するために侵すべからざるJもの/人に対して用いられる形容詞で，実
はhagiosと混同されかねないほどに「神聖なるj意を含んだ語素であると言
えよう O
こうして mythosは，神聖な言葉hieroslogosを秘せられるべきものとして
内包すると言える o mythosがもっこの秘匿性は，古代の秘儀に特徴的な要因
のーっとなる O 例えばエレウシスの秘儀などに与かる者は，その秘儀に関わる
事柄を，内外の者には一切秘して置かねばならないとされていたω。オイディ
プスの墓の在り処に象徴される「秘震性」もこの文脈で理解されるであろうし，
それはテセウスへと継承される記憶のうちに，内在的に秘められることになるO
最終的に，オイディプスの死に場所をテセウス以外誰も知ることがないとい
う「秘匿性」は，まずオイディプスの自身の「神聖な (hieros; 287)者」と
しての性格に由来するものと思われるO
heko gar hieros eusebes te kai pheron 
78 秋 1
onesin astois toisd'. 
.'-'ムヲ乙
「というのもわたくしは，神聖にして
敬!斐なる者としてここへ来た。
そしてこの町の人々には益をもたらすことができるのだ」
(rコロノスのオイディプス JI 287-8行)
ここで‘hieroばという語棄は，ジ、エブが注記するように，もちろんまずもっ
てエウメニデス女神の嘆願者 Chiketes; 44) となっているオイディプスを形
容するために用いられている (26)0 hierosという形容詞は，この他 fコロノス
のオイディプスjにおいては，例えば16，54， 469， 1763行において用いられ
ているD このうち16，54行は場所(エウメニデスの聖域)の神聖性を語り， 469 
行は「尽きることのない泉から汲む絞ぎの水Jの神聖さを言う O そして1763行
は，すでに姿を消したオイディプスの墓が不可侵で月中堅」なるものであるこ
とを述べる箇所であるO
ここから287行におけるオイディプスは，盲目の老人として娘の手を借りな
がら，周囲の眼からも明らかな悲劇的 daimonを身に宿しつつ，神聖不可侵な
エウメニデスの聖域に，その嘆願者としてやって来ており，彼はそのエウメニ
デスの神聖性を身に被るかたちで 'hieros' なのだと考えることができるだろ
うO 本稿冒頭で，ソブオクレスの世界観として，人間界の f出来事の進行を規
定している普遍的法則がありJ，そのような「不条埋な存在」が人格化されて
神とされている，とする見解を紹介した。この神とは「運命jに他ならず，先
に引用した『オイディプス王j827-8行などにおける「ダイモーン」の用例な
どには，まさしくこの見解がよく当てはまるO コロノスの土地の者がオイディ
プスを見て， 76行でdaimonの語で表現したのも，オイディプスに取りついて
いるそのような人間の手の届かぬ運命であった。つまりオイディプスは，すで
に fコロノスJの冒頭より「ダイモーンjの化身となっていると考えてよいよ
うに思われる O
V オイディプスの盲目性の意味
では次に，光の事1としてのアポロン神とオイディプスの関係を考えてみたい。
注自したいのは次の一節である。
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hos' an legomen panth' horonta lexomen (27). 
「私が語ることはすべて，見通すことばなのだ」
uコロノスのオイディプスJ74行)
この他にもオイディプスは「声をもって私は見るJ(phonei horo， 138) と
語る O またこの劇の末尾で，雷鳴をネql々 からの招きの声と開いて歩みだすオイ
ディプスは，あたかも視力ある人間のように，娘たちを先導するO
o paides， hod' hepesth': ego gar hegemon 
sphoin au pephasmai kainos， hosper spho patri. 
「おお子らよ，わたしについて来なさい。今度はわたしが，
ちょうどお前たちが父の導き手であったと再様に，
お前たちを導くものとなろう」
crコロノスのオイディプスJ1542-3行)
オイディプスはこのように，視覚こそまったく剥奪されているとは言え，そ
れに代わって余りある透視力とでも言うべき能力を付与されているのである O
ここで振り返ってみたいのが， rオイディプス王jにおけるオイディプスと
アポロン神との関係であるO 神は『オイディプス玉』において描かれるように，
オイディプスの父ライオスに対しては，妃イオカステとの関に生まれるべき息
子の手による死を告げ (Oed.ηr.711-714) ，オイディプス自身に対しては，
父親を殺し母親と交わる定めにあることを明かしていた (Oed. Tyr. 790-
793)0 rオイディプス王jにおける展開は，これらアポロンの神託が予言の通
りに実現してゆくことの追認という形をとる O 真相が明らかになってゆくのを
百の当たりにした彼は，自らを「見るJ行為とは縁のない者となすために，己
の眼を演す。
Apollon tad' en， Apollon， philoi， 
ho kaka kaka telon ema tad' ema pathea. 
epaise d' autocheir nin ou-
tis， al' ego tlamon・
「殺しき者らよ，それはアポロン，かのアポロンであった。
災いを，このわたしの災い，わが苦しみを遂げられたのは。
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だが自らの1艮を突いたのは，他ならぬ
この不幸なわたしの子だJ
(rオイディプス王j1329-133行)
こうして自らの寅においてアポロンから逃れようとした彼であったが，この
行為は，おそらく期せずして，千rlの前に己が身をさらすことになる O このプロ
セスは，一見すると主としての栄華から一転して「四本足の獣にも等ししづ存
在凶lへと零落して悲惨の極みに堕ちたかのような観を呈する O だがその一方
で，すでに『オイディプス王Jの展関のなかで，彼は光の千ljアポロンの真の使
徒として立つべく視覚を失ったのだという解釈もあるは九事実， rオイディプ
ス王jから fコロノスJへ移行する途 i二で，オイディプスにはアポロンから新
たな千1託が授けられていた。 rコロノスJの中で諮られるその神託とは次のよ
うなものであった。
hos moi， ta poll' ekein' hot' exechre kaka， 
tauten elexe paulan en chronoi makroi， 
elthonti choran termian， hopou theon 
semnon hedran laboimi kai xenostasin， 
entautha kampsein ton talaiporon bion， 
kerde men oikesanta tois dedegmenois， 
aten de tois pempsasin， hoi m' apelasan : 
semeia d'hexein tonde moi parengya， 
e seismon， ebronten tin'， e Dios selas. 
「ポイボス様はあの多くの災いをわたしに宣告されたとき，
長い年月の果てにこの国に来ると，
そこに安息の場が見いだされようと仰せられた。
そこでは尊い女神様方のお座所がわたしの宿る場所となり，
その場所でわたしの苦難の生が終わる，
そこに居を定めることにより，
わたしは，迎えてくれた人々にとっては利益となり，わたしを
追い立て送りだした者にとっては厄禍となるであろう，と O
さらにわたしに告げられたことには，
それらの徴としてわたしには，
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地震か，あるいは雷鳴か，はたまたゼウスの稲妻が訪れる，
とJ Cfコロノスのオイディプスj87~95行)
こうして彼は，アポロンからの新たな神託に日十うものとなった。ここからも，
オイディプスは視覚を失うことにより，逆に自らに対して内的に輝くものを光
とするというあり方への転Iillを経たと言ってよいだろう O
このような「内在する神性jと相補的な関係で捉えうると思われるのが， fコ
ロノスJにおけるゼウスの存在であるO オイディプスが，己れの最期の時の到
来を感じ取るのは，まず天から雷鳴が関こえるときである O
matan gar ouden axio-
ma daimonδn echo phrasai. 
horai d' horai pant' aei 
chronos， strephon men hetera， 
ta de par' emar authis auxon ano. 
ektypen aither， o Zeu・
「なぜならわたしには，神霊のいかなる命も無駄だ
などとは言えないからだ。
これらの命を常に見そなわしているのは，時だ。
ある運命を転じては，
翌日には再び他を天上へと高めるO
おおゼウスよ，天が雷鳴を轟かせている」
Cfコロノスのオイディプスj1451-6行)
このように雷鳴は，天の大林ゼウスの発する声として解される。一方オイディ
プスがいよいよ最期の場所へ向かつて一人歩みだす場面でも雷鳴が轟くが，そ
れを起こす主は「ゼウス・クトニオスJとされている O
ktypese men Zeus chthonios， hai de parthenoi 
rigesan， hos ekousan : 
「地下のゼウスが雷鳴を轟かせ，娘たちは
これを開いて体を震わせたj
Cfコにノスのオイディプスj1606-7行)
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ウエストによれば「オイディプスが英霊にならんとするときに彼に合図を送
るZeuschthonios (c王 1606)は， 1455行以下で空に雷鳴を轟かすゼウスとは
医別されえないjω とされる。雷鳴を識かす同ーのゼウスが，一方は「ゼウスJ，
もう一方は「ゼウス・クトニオスJとして表現されているわけである O ここに
はいわば，天界を馳せるゼウスと，地下界を治めるゼウスとの呼応関係が成立
していると言えるだろう O
このようなゼウス観は，上に記したアポロン観に対しでも示唆を与えるよう
に思われる O すなわちオイディプスが神託を乞うたとき彼に回答を下すアポロ
ンは，富自のオイディプスに内在して彼を導くアポロンとl可ーであるD これは
オイディプスにあって外界と内界が隔てられることなく，その両界がアポロン
において統ーされていることを表すものであろう O
J，-j、上のように，オイディプスにおいてはアポロンへの従順と，支配神ゼウス
に対する認識とは連動している O このことは，コロノスを聖域とする女神エウ
メニデスへの彼の敬心とも関連している。彼が長年の流浪の末に述り着くのは，
冥界を支配する女子IjIエウメニデスの神聖なる森であった。オイディプスは，そ
の場を「すべてを見そなわすエウメニデスJ(tas panth' horosas Eumenidas ; 
42)のものと語る土地の者の言葉に対して，郎座に此処を自らの死に場と覚る
のであるが (c王hosouch hedras ge tesd'an exelthoim'eti ; 45)，その旨の予
言を先に下していたのは光の神アポロンであった。こうして彼は人生の終駕時
において，光と関，天界と地下界，盲目と透視とを共存させているのである O
U コロスの言葉の意味づけに向けて
ところでこの作品後半では，コロスが自ら「時が全てを見るJ(horai d'horai 
pant'aei chronos; 1453-4 )と語っている。その直後に雷鳴が轟くのである
が (ektypenaither， o Zeu ; 1456)， rすべてを見るjのはオイディプスの言葉
そのものであった。これはまずオイディプスの言葉が，劇冒頭よりすでに時と
一致して普遍的な適応性を持ったものとなっているということを意味しよう O
またコロスが上のような台認を語るということは，劇の進行する過程でオイ
ディプスによるコロスの「教育Jが行われていることをも意味するであろう O
オイディプスは第四エベイソデイオンにおいて，自ら先導してテセウスと娘
たちを導いて自らの死地へと赴く O だが最終的にオイディプスの最期に逢うこ
聖域としての悲劇 83 
とができるのはテセウス一人である O オイディプスとテセウスの関係を振り
返ってみると， <教える><学ぶ>，あるいはその複合語がfコロノスのオイディ
プスJには頻出する O 特にテセウスが舞台上に登場した直後，特に560行より
始まるテセウスの台詞等に didaskeinという語棄が頻出することが指摘されて
いるc川。
TH. thelo peresthai， dysmor' Oidipous， tina 
poleos epestes prostropen emouピechon，
autos te che se dysmopos parastatis. 
didaske~ deinen gar tin' an praxin tychois 
lexas hopoias exaphistaimen ego， 
hos oidaピautoshos tis epaideuther1 xenos， 
hosper sy，. . . 
fわたしはたずねたい。悲運なオイディプスよ，この国に
またこのわたしに，何の頼みがあって，あなたと
あなたの悲運な介添はやって来られたのか。
教えてほしい。あなたがたとえどれほど
恐ろしい用向きを話されようと
わたしがしり込みするようなことはあるまい。
わたしにはよく分かつているO わたし自身，
あなたと同じように，
異郷の者として教育を受けたからだ.• • .J
crコロノスのオイディプスj557~63行)
TH. tout' auto n戸1 生d笠生~， hopos an ekmatho. 
「いまここで，まさにそのことを教えてほしし」
わたしによく分かるように」
(rコロノスのオイディプスj575行)
01. hotan matheis mou， nouthetei， tanyn d' ea. 
TH. did旦sk'.aneu gnomes gar ou me chre psegein. 
「勧告はわたしの話を開いてからだ。今は話をさせよj
「教えてもらおう O わたしとて，知りもせず
批判をすべきではないからだj
uコロノスのオイディプスj593-4行)
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このように二人の院には，オイディプスからテセウスに向けて伝承が行われ
るという関係が成立している O テバイの土地を追われてアッテイカのコロノス
に終罵の地を求めようとするオイディプスに対して，敬意をもって彼を受け入
れようとするアテナイの王テセウスは， r最もアッテイカ10な劇J(ジェブ)ω
とされるこの作品にあって，アテナイ市民の集合人格的な人物像として機能し
ている O このことは，コロスが作品後半 (1453-4行)において， rn寺Jの認識
をめぐり上述のようにオイディプスの教えを獲得していることからも言えよ
うO こうして秘底的・内在的な mythosの伝承は，オイディプスからテセウス
へ，さらにアテナイ市民へと伝承されるものとなる O 実際ソフォクレスは， A. 
c.ムアハウスが指摘するように，当時のアテナイではすでに用いられていな
かったホメ口ス的な叙事詩的語法に対しでも，当時の時には大胆と思われるほ
どの日常的な語法に対しでも関かれた意識を持っており(犯その結果彼の語
法は槌めて豊かで多様性に富んだ、ものとなっている O 彼はテバイに起源を有す
るギリシア悲劇を，このようなオイディプスーテセウス/コロスの伝承の上で，
アテナイの地に言葉として真に根づかせることを目指したとも考えられるので
はないだろうか。
四結.rコロノスjにおけるオイディプス像の意味
ここでもう一度 fコロノスJ冒頭におけるオイディプス像に接してみること
にしよう O 盲目で日々の糧もままならぬ彼は，娘アンティゴネに対してこう語
るO
Teknon typhlou gerontos Antigone， tinas 
chorous aphigmeth' e tinon andron polin ; 
tis ton planeten Oidipoun kath' hemeran 
ten nyn spanistois dexetai dOI・emasin，
smikron men exaitounta， tou smikrou d'eti 
meion pheronta， kai tod' exarkoun emoi ; 
「老いて盲目の私の娘，アンテイゴネよ，
われわれはいかなる土地に，はたまた誰の泊めるポリスに
やって来たのか。この流離う身のオイディプスを，今日この呂，
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誰が乏しき施し物で受け入れてくれることだろうか。
この，僅かなものを乞い，さらに僅かなものを得るだけで，
我が身に足れりとするこのわたしをj
CfコロノスのオイディプスJ1 -6行)
このようにオイディプスは，劇冒頭で「謙遜jとしか言いようのない姿で描
かれる or嘆願者」としてのもieros' の用法もその文脈で理解されようし，俗
界とは「分かたれたJ者としてのオイディプスにこのもieros'の形容が用いら
れているとも考えられるO こうしてオイディプスは，事fJ々の力の顕れそのもの
である「ダイモーン」として劇冒頭より登場すると言える O その葬りの場が知
られぬという事実は，たとえ現実の崇拝対象としてはコロノスの地に浪定され
る存在であっても，彼が自然界に一致して，場に束縛されぬ普遍的存在と化し
ていることを示すだろう O
マズリーロは，オイディプスの最期を， I日約聖書のうちに散見される預言者
たちの最期と比較している例。マズリーロがヲ!いているのは，モアブの地に
おけるモーセの最期 cr申命記j三四 1~ 8; r神はモーセをモアブの地の谷
に葬った。だが今日まで誰一人として，彼が埋葬された場所を知る者はいな
いJ)，あるいはヨルダン河岸におけるエリヤの昇天 (r列王記下』二 9~12 ; 
「火の戦車と馬がエリヤとエリシャを分けた。エリヤは竜巻によって天に昇っ
たJ) といった例である O 新約のイエス・キリストも，死後墓に赴いた弟子た
ちの自にはその亡骸はなかった (cf.rヨハネ福音書j二01-8)。オイディプ
スの場合，彼らとは多少事情を異にするかも知れないが，地上にその亡骸を残
さぬことにおいて通底するものを持っている O 死後のオイディプスは「英霊j
(heros) となって霊化し，超地上界と地上界との取次ぎを果たす，遍在的な
存在なのである O そしてオイディプスが『コロノスJ冒頭よりすでにダイモー
ンとしての性質を宿しているとすれば，彼の言葉そのものも，時空を越えて人々
を導く，言わば「磁場」と化していると言えるだろうね5)O
「私が語ることはすべて，見通すことばなのだJ(74行)0fコロノスのオイ
ディプス』に捕かれるオイディプスの言葉は，こうしてその冒頭よりすでに，
悉く天上界と地上界との仲介者たる遍在的存在の語り出す fすべてを見通すj
ものである O もしこのようにして伝えられてゆくオイディプス像に「霊性Jの
名を冠しうるとするならば，その霊性とは，当初たとえ真理から目をそむける
目的で己がi浪を突いたとしても (36) 結果的に光・アポロン神に身を披き光を
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内在させることで自然界・神界と一致し， hierosとして謙遜を身に帯びた者
に変容することによって培われたものであろう O 彼は f分かたれたj存在とし
て， mythosの秘壁性にも通ずる面を有する一方，天上界と地上界との仲介者
たる遍在的存在と化していた。テセウスを通じ，アテナイ市民に伝えられるオ
イディプスの霊牲は，ソフォクレスの言葉を通じてギリシア悲劇の観客に，さ
らにそれを読み荷くわれわれにも伝えられ，われわれ自身の変容をも迫るもの
となっているのである O
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